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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）：
【化１】

　（Ｉ）
［式中、
　Ｒ1は、水素、Ｃ1～3アルキル、Ｃ2～3アルケニル、およびＣ2～3アルキニルから選択
され、
　Ｒ2は、水素、ハロ、アルキル、アルケニル、アルキニル、およびペルフルオロアルキ
ルから選択され、
　Ｒ5は、
　（ａ）水素およびハロ、
　（ｂ）アルキル、アルケニル、アルキニル、およびハロアルキル（これらはいずれも原
子価が許す場合には、１つもしくは複数のＺ1b、Ｚ2bおよびＺ3bによって独立して適宜置
換されていてもよい）、
　（ｃ）－ＯＲ11、－ＳＲ11および－ＮＲ3Ｒ4

から選択され、
　Ｒ3およびＲ4は、独立して、
　（ａ）水素、
　（ｂ）アルキル、アルケニル、アルキニル、ハロアルキル、シクロアルキル、（シクロ
アルキル）アルキル、アリール、（アリール）アルキル、ヘテロシクロ、（ヘテロシクロ
）アルキル、ヘテロアリール、または（ヘテロアリール）アルキル（これらはいずれも原
子価が許す場合には、１つもしくは複数のＺ1b、Ｚ2bおよびＺ3bによって独立して適宜置
換されていてもよい）、
　（ｃ）－ＯＲ11、－ＮＲ12Ｒ13、－Ｎ（Ｒ12）Ｃ（Ｏ）Ｒ14、－Ｎ（Ｒ12）Ｃ（Ｏ）Ｏ
Ｒ14、－Ｎ（Ｒ12）ＳＯ2Ｒ

14、－Ｎ（Ｒ12）Ｃ（Ｏ）ＮＲ12aＲ13、－Ｎ（Ｒ12）ＳＯ2

ＮＲ12aＲ13、－Ｃ（Ｏ）ＮＲ12Ｒ13、－ＳＯ2Ｒ
14、または－ＳＯ2ＮＲ12Ｒ13、

　（ｄ）Ｒ3およびＲ4は、それらが結合している窒素原子と一緒になって、原子価が許す
場合には、１つもしくは複数のＺ1b、Ｚ2bおよびＺ3bによって独立して適宜置換されてい
てもよい３～８員の複素環を形成すること
から選択され、
　Ｒ6は、
　（ａ）アルキル、アルケニル、アルキニル（これらはいずれも原子価が許す場合には、
１つもしくは複数のＺ1fによって置換されている）；シクロアルキル、ヘテロシクロ、ア
リール、ヘテロアリール、（シクロアルキル）アルキル、（ヘテロシクロ）アルキル、（
アリール）アルキル、または（ヘテロアリール）アルキル（これらはいずれも原子価が許
す場合には、１つもしくは複数のＺ1d、Ｚ2dおよびＺ3dによって独立して適宜置換されて
いてもよい）、あるいは
　（ｂ）－ＳＲ7a、－ＳＯ2Ｒ

10、－ＳＯ2ＮＲ8bＲ9b、Ｃ（Ｏ）Ｒ7a、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ7a

、または－Ｃ（Ｏ）ＮＲ8aＲ9aであり、
　Ｒ7は、
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　（ａ）水素、ハロ、またはシアノ、あるいは
　（ｂ）アルキル、アルケニル、アルキニル、ハロアルキル、シクロアルキル、ヘテロシ
クロ、アリール、ヘテロアリール、（シクロアルキル）アルキル、（ヘテロシクロ）アル
キル、（アリール）アルキル、または（ヘテロアリール）アルキル（これらはいずれも原
子価が許す場合には、１つもしくは複数のＺ1c、Ｚ2cおよびＺ3cによって独立して適宜置
換されていてもよい）であり、
　Ｒ7aは、独立して、
　（ａ）水素、あるいは
　（ｂ）アルキル、アルケニル、アルキニル、ハロアルキル、シクロアルキル、（シクロ
アルキル）アルキル、アリール、（アリール）アルキル、ヘテロシクロ、（ヘテロシクロ
）アルキル、ヘテロアリール、または（ヘテロアリール）アルキル（これらはいずれも原
子価が許す場合には、１つもしくは複数のＺ1c、Ｚ2cおよびＺ3cによって独立して適宜置
換されていてもよい）であり、
　Ｒ8は、
　（ｃ）水素、
　（ｄ）アルキル、アルケニル、アルキニル、ハロアルキル、シクロアルキル、（シクロ
アルキル）アルキル、アリール、（アリール）アルキル、ヘテロシクロ、（ヘテロシクロ
）アルキル、ヘテロアリール、または（ヘテロアリール）アルキル（これらはいずれも原
子価が許す場合には、１つもしくは複数のＺ1d、Ｚ2dおよびＺ3dによって独立して適宜置
換されていてもよい）、あるいは
　（ｃ）－ＳＯ2Ｒ

10、－ＳＯ2ＮＲ8bＲ9b、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ7a、または－Ｃ（Ｏ）ＮＲ8a

Ｒ9aであり、
　Ｒ8a、Ｒ8b、Ｒ9aおよびＲ9bは、独立して、
　（ａ）水素、
　（ｂ）アルキル、アルケニル、アルキニル、ハロアルキル、シクロアルキル、（シクロ
アルキル）アルキル、アリール、（アリール）アルキル、ヘテロシクロ、（ヘテロシクロ
）アルキル、ヘテロアリール、または（ヘテロアリール）アルキル（これらはいずれも原
子価が許す場合には、１つもしくは複数のＺ1d、Ｚ2dおよびＺ3dによって独立して適宜置
換されていてもよい）、
　（ｃ）Ｒ8aおよびＲ9aは、それらが結合している窒素原子と一緒になって、原子価が許
す場合には、１つもしくは複数のＺ1b、Ｚ2bおよびＺ3bによって独立して適宜置換されて
いてもよい３～８員の複素環を形成し、あるいは
　（ｄ）Ｒ8bおよびＲ9bは、それらが結合している窒素原子と一緒になって、原子価が許
す場合には、１つもしくは複数のＺ1b、Ｚ2bおよびＺ3bによって独立して適宜置換されて
いてもよい３～８員の複素環を形成し、
　Ｒ10は、各々独立して、アルキル、アルケニル、アルキニル、ハロアルキル、シクロア
ルキル、（シクロアルキル）アルキル、アリール、（アリール）アルキル、ヘテロシクロ
、（ヘテロシクロ）アルキル、ヘテロアリール、または（ヘテロアリール）アルキル（こ
れらはいずれも原子価が許す場合には、１つもしくは複数のＺ1d、Ｚ2dおよびＺ3dによっ
て独立して適宜置換されていてもよい）であり、
　Ｒ11、Ｒ12、Ｒ12aおよびＲ13は、独立して、
　（ａ）水素、あるいは
　（ｂ）アルキル、アルケニル、アルキニル、ハロアルキル、シクロアルキル、（シクロ
アルキル）アルキル、アリール、（アリール）アルキル、ヘテロシクロ、（ヘテロシクロ
）アルキル、ヘテロアリール、または（ヘテロアリール）アルキル（これらはいずれも原
子価が許す場合には、１つもしくは複数のＺ1e、Ｚ2eおよびＺ3eによって独立して適宜置
換されていてもよい）であり、
　Ｒ14は、アルキル、アルケニル、アルキニル、ハロアルキル、シクロアルキル、（シク
ロアルキル）アルキル、アリール、（アリール）アルキル、ヘテロシクロ、（ヘテロシク
ロ）アルキル、ヘテロアリール、または（ヘテロアリール）アルキル（これらはいずれも
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原子価が許す場合には、１つもしくは複数のＺ1e、Ｚ2eおよびＺ3eによって独立して適宜
置換されていてもよい）であり、
　Ｚ1a～1e、Ｚ2a～2e、およびＺ3a～3eは、各々独立して、－Ｗ1－Ｖ1、－Ｗ2－Ｖ2、－
Ｗ3－Ｖ3、－Ｗ4－Ｖ4、－Ｗ5－Ｖ5から選択される任意の置換基であり、
　上式で、Ｗ1～5は、独立して、
　（１）結合、
　（２）アルキル、（ヒドロキシ）アルキル、（アルコキシ）アルキル、アルケニル、ア
ルキニル、シクロアルキル、（シクロアルキル）アルキル、シクロアルケニル、（シクロ
アルケニル）アルキル、アリール、（アリール）アルキル、ヘテロシクロ、（ヘテロシク
ロ）アルキル、ヘテロアリール、または（ヘテロアリール）アルキル（これらはいずれも
原子価が許す場合には、１つもしくは複数のＶ1～5によって独立して適宜置換されていて
もよい）であり、あるいは
　上式で、Ｖ1～5は、独立して、
　（１）Ｈ、
　（２）アルキル、（ヒドロキシ）アルキル、（アルコキシ）アルキル、アルケニル、ア
ルキニル、シクロアルキル、（シクロアルキル）アルキル、シクロアルケニル、（シクロ
アルケニル）アルキル、アリール、（アリール）アルキル、ヘテロシクロ、（ヘテロシク
ロ）アルキル、ヘテロアリール、または（ヘテロアリール）アルキル（これらはいずれも
原子価が許す場合には、１つもしくは複数のＶ1～5の（３）～（２８）の基によって独立
して適宜置換されていてもよい）、
　（３）－Ｕ1－Ｏ－Ｙ5、
　（４）－Ｕ1－Ｓ－Ｙ5、
　（５）－Ｕ1－Ｃ（Ｏ）t－Ｈ、－Ｕ1－Ｃ（Ｏ）t－Ｙ5（式中、ｔは１または２である
）、
　（６）－Ｕ1－ＳＯ3－Ｈ、または－Ｕ1－Ｓ（Ｏ）tＹ

5、
　（７）－Ｕ1－ハロ、
　（８）－Ｕ1－シアノ、
　（９）－Ｕ1－ニトロ、
　（１０）－Ｕ1－ＮＹ2Ｙ3、
　（１１）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｏ）－Ｙ1、
　（１２）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｓ）－Ｙ1、
　（１３）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｏ）－ＮＹ2Ｙ3、
　（１４）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｏ）－ＮＹ2Ｙ3、
　（１５）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｏ）－ＯＹ5、
　（１６）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｓ）－ＮＹ2Ｙ3、
　（１７）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｙ5、
　（１８）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｓ（Ｏ）2－Ｙ1、
　（１９）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｓ（Ｏ）2－ＮＹ2Ｙ3、
　（２０）－Ｕ1－Ｃ（Ｏ）－ＮＹ2Ｙ3、
　（２１）－Ｕ1－ＯＣ（Ｏ）－ＮＹ2Ｙ3、
　（２２）－Ｕ1－ＯＣ（Ｏ）－ＯＹ5、
　（２３）－Ｕ1－Ｓ（Ｏ）2－Ｎ（Ｙ4）－Ｙ1、
　（２４）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（＝ＮＶ1a）－ＮＹ2Ｙ3、
　（２５）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（＝ＮＶ1a）－Ｙ1、
　（２６）－Ｕ1－Ｃ（＝ＮＶ1a）－ＮＹ2Ｙ3、
　（２７）オキソ、
　（２８）－Ｕ1－Ｙ5であり、
　Ｚ1fは、各々独立して、
　（１）シクロアルキル、（シクロアルキル）アルキル、シクロアルケニル、（シクロア
ルケニル）アルキル、アリール、（アリール）アルキル、ヘテロシクロ、（ヘテロシクロ
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）アルキル、ヘテロアリール、または（ヘテロアリール）アルキル（原子価が許す場合に
は、１つもしくは複数のＺ1fの（２）～（２５）の基によって置換されていてもよい）、
　（２）アルキル、（ヒドロキシ）アルキル、（アルコキシ）アルキル、アルケニル、ア
ルキニル、シクロアルキル、（シクロアルキル）アルキル、シクロアルケニル、（シクロ
アルケニル）アルキル、アリール、（アリール）アルキル、ヘテロシクロ、（ヘテロシク
ロ）アルキル、ヘテロアリール、または（ヘテロアリール）アルキル、
　（３）－Ｕ1－Ｏ－Ｙ5、
　（４）－Ｕ1－Ｓ－Ｙ5、
　（５）－Ｕ1－Ｃ（Ｏ）t－Ｈ、－Ｕ1－Ｃ（Ｏ）t－Ｙ5（式中、ｔは１または２である
）、
　（６）－Ｕ1－ＳＯ3－Ｈ、または－Ｕ1－Ｓ（Ｏ）tＹ

5、
　（７）－Ｕ1－ハロ、
　（８）－Ｕ1－シアノ、
　（９）－Ｕ1－ニトロ、
　（１０）－Ｕ1－ＮＹ2Ｙ3、
　（１１）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｏ）－Ｙ1、
　（１２）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｓ）－Ｙ1、
　（１３）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｏ）－ＮＹ2Ｙ3、
　（１４）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｓ）－ＮＹ2Ｙ3、
　（１５）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｙ5、
　（１６）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｓ（Ｏ）2－Ｙ1、
　（１７）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｓ（Ｏ）2－ＮＹ2Ｙ3、
　（１８）－Ｕ1－Ｃ（Ｏ）－ＮＹ2Ｙ3、
　（１９）－Ｕ1－ＯＣ（Ｏ）－ＮＹ2Ｙ3

　（２０）－Ｕ1－Ｓ（Ｏ）2－Ｎ（Ｙ4）－Ｙ1、
　（２１）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（＝ＮＶ1a）－ＮＹ2Ｙ3、
　（２２）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（＝ＮＶ1a）－Ｙ1、
　（２３）－Ｕ1－Ｃ（＝ＮＶ1a）－ＮＹ2Ｙ3、
　（２４）オキソ、
　（２５）－Ｕ1－Ｙ5

から選択され、
　Ｖ1aは、独立して、水素、アルキル、－ＣＮ、－Ｃ（Ｏ）Ｙ1、－Ｓ（Ｏ）2Ｙ

5、－Ｃ
（Ｏ）ＮＹ2Ｙ3、Ｓ（Ｏ）2ＮＹ2Ｙ3であり、
　Ｙ1、Ｙ2、Ｙ3、Ｙ4およびＹ5は、
　（１）それぞれ独立して、水素、アルキル、（ヒドロキシ）アルキル、（アルコキシ）
アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、（シクロアルキル）アルキル、シ
クロアルケニル、（シクロアルケニル）アルキル、アリール、（アリール）アルキル、ヘ
テロシクロ、（ヘテロシクロ）アルキル、ヘテロアリール、または（ヘテロアリール）ア
ルキル（これらはいずれも原子価が許す場合には、１つもしくは複数のＺ4、Ｚ5およびＺ
6によって独立して適宜置換されていてもよい）であり、あるいは
　（２）Ｙ2およびＹ3は、それらが結合している窒素原子と一緒になって、原子価が許す
場合には、１つもしくは複数のＺ4、Ｚ5およびＺ6によって独立して適宜置換されていて
もよい３～８員の複素環を形成し、あるいは
　（４）Ｙ2およびＹ3は、それらが結合している窒素原子と一緒になって、－Ｎ＝ＣＹ6

Ｙ7基（式中、Ｙ6およびＹ7は、互いに独立して、Ｈまたはアルキルである）を形成して
もよく、ならびに
　Ｚ4、Ｚ5、およびＺ6は、
　（１）Ｈ、
　（２）アルキル、（ヒドロキシ）アルキル、（アルコキシ）アルキル、アルケニル、ア
ルキニル、シクロアルキル、（シクロアルキル）アルキル、シクロアルケニル、（シクロ
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アルケニル）アルキル、アリール、（アリール）アルキル、ヘテロシクロ、（ヘテロシク
ロ）アルキル、ヘテロアリール、または（ヘテロアリール）アルキル、
　（３）－Ｕ1－Ｏ－Ｙ5a、
　（４）－Ｕ1－Ｓ－Ｙ5a、
　（５）－Ｕ1－Ｃ（Ｏ）t－Ｈ、－Ｕ1－Ｃ（Ｏ）t－Ｙ5a（式中、ｔは１または２である
）、
　（６）－Ｕ1－ＳＯ3－Ｈ、または－Ｕ1－Ｓ（Ｏ）tＹ

5a、
　（７）－Ｕ1－ハロ、
　（８）－Ｕ1－シアノ、
　（９）－Ｕ1－ニトロ、
　（１０）－Ｕ1－ＮＹ2aＹ3a、
　（１１）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4a）－Ｃ（Ｏ）－Ｙ1a、
　（１２）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4a）－Ｃ（Ｓ）－Ｙ1a、
　（１３）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4a）－Ｃ（Ｏ）－ＮＹ2aＹ3a、
　（１４）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4a）－Ｃ（Ｓ）－ＮＹ2aＹ3a、
　（１５）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4a）－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｙ5a、
　（１６）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4a）－Ｓ（Ｏ）2－Ｙ1a、
　（１７）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4a）－Ｓ（Ｏ）2－ＮＹ2aＹ3a、
　（１８）－Ｕ1－Ｃ（Ｏ）－ＮＹ2aＹ3a、
　（１９）－Ｕ1－ＯＣ（Ｏ）－ＮＹ2aＹ3a

　（２０）－Ｕ1－Ｓ（Ｏ）2－Ｎ（Ｙ4a）－Ｙ1a、
　（２１）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4a）－Ｃ（＝ＮＶ1b）－ＮＹ2aＹ3a、
　（２２）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4a）－Ｃ（＝ＮＶ1b）－Ｙ1a、
　（２３）－Ｕ1－Ｃ（＝ＮＶ1b）－ＮＹ2aＹ3a、
　（２４）オキソ、
　（２５）－Ｕ1－Ｙ5a

から各々独立して選択される任意の置換基であり、
　Ｖ1bは、独立して、水素、アルキル、－ＣＮ、－Ｃ（Ｏ）Ｙ1a、－Ｓ（Ｏ）2Ｙ

5a、Ｓ
（Ｏ）2ＮＹ2aＹ3aであり、
　Ｙ1a、Ｙ2a、Ｙ3a、Ｙ4aおよびＹ5aは、
　（１）それぞれ独立して、水素、アルキル、（ヒドロキシ）アルキル、（アルコキシ）
アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、（シクロアルキル）アルキル、シ
クロアルケニル、（シクロアルケニル）アルキル、アリール、（アリール）アルキル、ヘ
テロシクロ、（ヘテロシクロ）アルキル、ヘテロアリール、または（ヘテロアリール）ア
ルキルであり、
　Ｕ1は、独立して、
　（１）単結合、
　（２）アルキレン、
　（３）アルケニレン、あるいは
　（４）アルキニレンである］
の化合物およびその塩。
【請求項２】
　Ｒ3およびＲ4が、独立して、
　（ａ）水素、
　（ｂ）アルキル、ハロアルキル、（ヒドロキシ）アルキル、シクロアルキル、（シクロ
アルキル）アルキル、ヘテロシクロ、（ヘテロシクロ）アルキル、アリール、（アリール
）アルキル、ヘテロアリール、または（ヘテロアリール）アルキル（これらはいずれも原
子価が許す場合には、１つもしくは複数のＺ1b、Ｚ2bおよびＺ3bによって独立して適宜置
換されていてもよい）、
　（ｃ）－ＮＲ12Ｒ13、あるいは
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　（ｄ）Ｒ3およびＲ4が、それらが結合している窒素原子と一緒になって、原子価が許す
場合には、１つもしくは複数のＺ1b、Ｚ2bおよびＺ3bによって独立して適宜置換されてい
てもよい３～８員の複素環を形成する、
請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｒ6が、
　（ａ）アルキル、アルケニル、アルキニル（これらはいずれも原子価が許す場合には、
１つもしくは複数のＺ1fによって置換されている）、アリール、ヘテロアリール、シクロ
アルキル、（シクロアルキル）アルキル、ヘテロシクロ、（ヘテロシクロ）アルキル、ア
リール、（アリール）アルキル、ヘテロアリール、または（ヘテロアリール）アルキル（
これらはいずれも原子価が許す場合には、１つもしくは複数のＺ1d、Ｚ2dおよびＺ3dによ
って独立して適宜置換されていてもよい）、あるいは
　（ｂ）－Ｃ（Ｏ）Ｒ7a、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ7a、または－Ｃ（Ｏ）ＮＲ8aＲ9aである、
請求項１または２に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ7aが、独立して、
　（ａ）水素、あるいは
　（ｂ）アルキル、ハロアルキル、シクロアルキル、（シクロアルキル）アルキル、アリ
ール、（アリール）アルキル、ヘテロシクロ、（ヘテロシクロ）アルキル、ヘテロアリー
ル、または（ヘテロアリール）アルキル（これらはいずれも原子価が許す場合には、１つ
もしくは複数のＺ1c、Ｚ2cおよびＺ3cによって独立して適宜置換されていてもよい）
から選択される、請求項１から３のいずれかに記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ3およびＲ4が、独立して、水素、アルキル、ハロアルキル、（ヒドロキシ）アルキル
、シクロアルキル、（シクロアルキル）アルキル、（ヘテロシクロ）アルキル、（アリー
ル）アルキルまたは（ヘテロアリール）アルキル（これらは原子価が許す場合には、１つ
もしくは複数のＺ1b、Ｚ2bおよびＺ3bによって独立して適宜置換されていてもよい）；－
ＮＲ12Ｒ13であり、
　あるいはＲ3およびＲ4が、それらが結合している窒素原子と一緒になって、ピペリジニ
ル、モルホリニル、ピロリジニル、ピペラジニル、およびアゼチジニル（原子価が許す場
合には、１つもしくは複数のＺ1b、Ｚ2bおよびＺ3bによって独立して適宜置換されていて
もよい）から選択される３～６員の複素環を形成し、
　Ｒ6が、
　（ａ）アルキル（原子価が許す場合には、１つもしくは複数のＺ1fによって置換されて
いる）；アリール、ヘテロアリール、シクロアルキル、（シクロアルキル）アルキル、ヘ
テロシクロ、（ヘテロシクロ）アルキル、アリール、（アリール）アルキル、ヘテロアリ
ール、または（ヘテロアリール）アルキル（これらはいずれも原子価が許す場合には、１
つもしくは複数のＺ1d、Ｚ2dおよびＺ3dによって独立して適宜置換されていてもよい）、
あるいは
　（ｂ）－Ｃ（Ｏ）Ｒ7a、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ7a、または－Ｃ（Ｏ）ＮＲ8aＲ9aである、
請求項１から４のいずれかに記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ1が、水素、メチル、エチル、プロピル、ｉ－プロピル、プロペ－２－ニル、プロペ
－１－ニルであり、ならびに
　Ｒ2が、水素、メチル、トリフルオロメチル、およびフェニルである、
請求項１から５のいずれかに記載の化合物。
【請求項７】
　Ｒ1が、水素およびＣ1～3アルキルから選択され、
　Ｒ6が、
　（ａ）アルキル、アルケニル、アルキニル（これらはいずれも原子価が許す場合には、
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１つもしくは複数のＺ1fによって置換されている）；シクロアルキル、ヘテロシクロ、ア
リール、ヘテロアリール、（シクロアルキル）アルキル、（ヘテロシクロ）アルキル、（
アリール）アルキル、または（ヘテロアリール）アルキル（これらはいずれも原子価が許
す場合には、１つもしくは複数のＺ1d、Ｚ2dおよびＺ3dによって独立して適宜置換されて
いてもよい）、あるいは
　（ｂ）－Ｃ（Ｏ）Ｒ7a、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ7a、または－Ｃ（Ｏ）ＮＲ8aＲ9aであり、
　Ｚ1a～1e、Ｚ2a～2e、およびＺ3a～3eが、各々独立して、－Ｗ1－Ｖ1、－Ｗ2－Ｖ2、－
Ｗ3－Ｖ3、－Ｗ4－Ｖ4、－Ｗ5－Ｖ5から選択される任意の置換基であり、
　上式で、Ｗ1～5が、独立して、
　（１）結合、
　（２）アルキル、（ヒドロキシ）アルキル、（アルコキシ）アルキル、アルケニル、ア
ルキニル、シクロアルキル、（シクロアルキル）アルキル、シクロアルケニル、（シクロ
アルケニル）アルキル、アリール、（アリール）アルキル、ヘテロシクロ、（ヘテロシク
ロ）アルキル、ヘテロアリール、または（ヘテロアリール）アルキルであり、あるいは
　上式で、Ｖ1～5が、独立して、
　（１）Ｈ、
　（２）アルキル、（ヒドロキシ）アルキル、（アルコキシ）アルキル、アルケニル、ア
ルキニル、シクロアルキル、（シクロアルキル）アルキル、シクロアルケニル、（シクロ
アルケニル）アルキル、アリール、（アリール）アルキル、ヘテロシクロ、（ヘテロシク
ロ）アルキル、ヘテロアリール、または（ヘテロアリール）アルキル（これらはいずれも
原子価が許す場合には、１つもしくは複数のＶ1～5の（３）～（２８）の基によって独立
して適宜置換されていてもよい）、
　（３）－Ｕ1－Ｏ－Ｙ5、
　（４）－Ｕ1－Ｓ－Ｙ5、
　（５）－Ｕ1－Ｃ（Ｏ）t－Ｈ、－Ｕ1－Ｃ（Ｏ）t－Ｙ5（式中、ｔは１または２である
）、
　（６）－Ｕ1－ＳＯ3－Ｈ、または－Ｕ1－Ｓ（Ｏ）tＹ

5、
　（７）－Ｕ1－ハロ、
　（８）－Ｕ1－シアノ、
　（９）－Ｕ1－ニトロ、
　（１０）－Ｕ1－ＮＹ2Ｙ3、
　（１１）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｏ）－Ｙ1、
　（１２）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｓ）－Ｙ1、
　（１３）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｏ）－ＮＹ2Ｙ3、
　（１４）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｏ）－ＮＹ2Ｙ3、
　（１５）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｏ）－ＯＹ5、
　（１６）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｓ）－ＮＹ2Ｙ3、
　（１７）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｙ5、
　（１８）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｓ（Ｏ）2－Ｙ1、
　（１９）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｓ（Ｏ）2－ＮＹ2Ｙ3、
　（２０）－Ｕ1－Ｃ（Ｏ）－ＮＹ2Ｙ3、
　（２１）－Ｕ1－ＯＣ（Ｏ）－ＮＹ2Ｙ3、
　（２２）－Ｕ1－ＯＣ（Ｏ）－ＯＹ5、
　（２３）－Ｕ1－Ｓ（Ｏ）2－Ｎ（Ｙ4）－Ｙ1、
　（２４）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（＝ＮＶ1a）－ＮＹ2Ｙ3、
　（２５）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（＝ＮＶ1a）－Ｙ1、
　（２６）－Ｕ1－Ｃ（＝ＮＶ1a）－ＮＹ2Ｙ3、
　（２７）オキソ、
　（２８）－Ｕ1－Ｙ5であり、
　Ｚ1fが、各々独立して、
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　（１）シクロアルキル、（シクロアルキル）アルキル、シクロアルケニル、（シクロア
ルケニル）アルキル、アリール、（アリール）アルキル、ヘテロシクロ、（ヘテロシクロ
）アルキル、ヘテロアリール、または（ヘテロアリール）アルキル（原子価が許す場合に
は、（２）～（２５）の基によって適宜置換されていてもよい）、
　（２）アルキル、（ヒドロキシ）アルキル、（アルコキシ）アルキル、アルケニル、ア
ルキニル、シクロアルキル、（シクロアルキル）アルキル、シクロアルケニル、（シクロ
アルケニル）アルキル、アリール、（アリール）アルキル、ヘテロシクロ、（ヘテロシク
ロ）アルキル、ヘテロアリール、または（ヘテロアリール）アルキル、
　（３）－Ｕ1－Ｏ－Ｙ5、
　（４）－Ｕ1－Ｓ－Ｙ5、
　（５）－Ｕ1－Ｃ（Ｏ）t－Ｈ、－Ｕ1－Ｃ（Ｏ）t－Ｙ5（式中、ｔは１または２である
）、
　（６）－Ｕ1－ＳＯ3－Ｈ、または－Ｕ1－Ｓ（Ｏ）tＹ

5、
　（７）－Ｕ1－ハロ、
　（８）－Ｕ1－シアノ、
　（９）－Ｕ1－ニトロ、
　（１０）－Ｕ1－ＮＹ2Ｙ3、
　（１１）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｏ）－Ｙ1、
　（１２）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｓ）－Ｙ1、
　（１３）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｏ）－ＮＹ2Ｙ3、
　（１４）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｓ）－ＮＹ2Ｙ3、
　（１５）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｙ5、
　（１６）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｓ（Ｏ）2－Ｙ1、
　（１７）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｓ（Ｏ）2－ＮＹ2Ｙ3、
　（１８）－Ｕ1－Ｃ（Ｏ）－ＮＹ2Ｙ3、
　（１９）－Ｕ1－ＯＣ（Ｏ）－ＮＹ2Ｙ3

　（２０）－Ｕ1－Ｓ（Ｏ）2－Ｎ（Ｙ4）－Ｙ1、
　（２１）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（＝ＮＶ1a）－ＮＹ2Ｙ3、
　（２２）－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（＝ＮＶ1a）－Ｙ1、
　（２３）－Ｕ1－Ｃ（＝ＮＶ1a）－ＮＹ2Ｙ3、
　（２４）オキソ、
　（２５）－Ｕ1－Ｙ5

から選択され、
　Ｖ1aが、独立して、水素、アルキル、－ＣＮ、－Ｃ（Ｏ）Ｙ1、－Ｃ（Ｏ）ＮＹ2Ｙ3、
－Ｓ（Ｏ）2Ｙ

5、Ｓ（Ｏ）2ＮＹ2Ｙ3であり、
　Ｙ1、Ｙ2、Ｙ3、Ｙ4およびＹ5が、
　（１）それぞれ独立して、水素、アルキル、（ヒドロキシ）アルキル、（アルコキシ）
アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、（シクロアルキル）アルキル、シ
クロアルケニル、（シクロアルケニル）アルキル、アリール、（アリール）アルキル、ヘ
テロシクロ、（ヘテロシクロ）アルキル、ヘテロアリール、または（ヘテロアリール）ア
ルキル（これらはいずれも原子価が許す場合には、１つもしくは複数のＺ4、Ｚ5およびＺ
6によって独立して適宜置換されていてもよい）であり、あるいは
　（２）Ｙ2およびＹ3が、それらが結合している窒素原子と一緒になって、原子価が許す
場合には、１つもしくは複数のＺ4、Ｚ5およびＺ6によって独立して適宜置換されていて
もよい３～８員の複素環を形成し、あるいは
　（４）Ｙ2およびＹ3が、それらが結合している窒素原子と一緒になって、－Ｎ＝ＣＹ6

Ｙ7基（式中、Ｙ6およびＹ7は、互いに独立して、Ｈまたはアルキルである）を形成して
もよい、
請求項１に記載の化合物。
【請求項８】
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　Ｒ3およびＲ4が、独立して、
　（ａ）水素、
　（ｂ）アルキル、ハロアルキル、（ヒドロキシ）アルキル、シクロアルキル、（シクロ
アルキル）アルキル、（ヘテロシクロ）アルキル、（アリール）アルキルまたは（ヘテロ
アリール）アルキル（これらはいずれも原子価が許す場合には、１つもしくは複数のＺ1b

、Ｚ2bおよびＺ3bによって独立して適宜置換されていてもよい）、
　（ｃ）－ＮＲ12Ｒ13、あるいは
　（ｄ）Ｒ3およびＲ4が、それらが結合している窒素原子と一緒になって、原子価が許す
場合には、１つもしくは複数のＺ1b、Ｚ2bおよびＺ3bによって独立して適宜置換されてい
てもよい３～８員の複素環を形成する、
請求項７に記載の化合物。
【請求項９】
　Ｒ6が、
　（ａ）アルキル、アルケニル、アルキニル（これらはいずれも原子価が許す場合には、
１つもしくは複数のＺ1fによって置換されている）；アリール、ヘテロアリール、（シク
ロアルキル）アルキル、（ヘテロシクロ）アルキル、（アリール）アルキル、または（ヘ
テロアリール）アルキル（これらはいずれも原子価が許す場合には、１つもしくは複数の
Ｚ1d、Ｚ2dおよびＺ3dによって独立して適宜置換されていてもよい）、あるいは
　（ｂ）－Ｃ（Ｏ）Ｒ7a、－Ｃ（Ｏ）ＯＲ7a、または－Ｃ（Ｏ）ＮＲ8aＲ9aである、
請求項８に記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｒ7aが、独立して、
　（ａ）水素、あるいは
　（ｂ）アルキル、ハロアルキル、シクロアルキル、（シクロアルキル）アルキル、アリ
ール、（アリール）アルキル、ヘテロシクロ、（ヘテロシクロ）アルキル、ヘテロアリー
ル、または（ヘテロアリール）アルキル（これらはいずれも原子価が許す場合には、１つ
もしくは複数のＺ1c、Ｚ2cおよびＺ3cによって独立して適宜置換されていてもよい）
から選択される、請求項９に記載の化合物。
【請求項１１】
　Ｚ1b、Ｚ2bおよびＺ3bが、アルキル、ヘテロアリール、－ＯＨ、－Ｏ－Ｙ5、－Ｕ1－Ｎ
Ｙ2Ｙ3、－Ｃ（Ｏ）tＨ、－Ｃ（Ｏ）tＹ

5から独立して選択される任意の置換基であり、
　Ｚ1cが、
　（ａ）－ＯＨ、－ＯＹ5、あるいは
　（ｂ）－ＯＨまたは－ＯＹ5によって適宜置換されていてもよいアリールであり、
　Ｚ1d、Ｚ2dおよびＺ3dが、
　（ａ）シアノ、ハロ、－ＯＨ、－ＯＹ5、－Ｕ1－ＮＹ2Ｙ3、－Ｃ（Ｏ）tＨ、－Ｃ（Ｏ
）tＹ

1、－Ｕ1－Ｃ（Ｏ）－ＮＹ2Ｙ3、－Ｓ（Ｏ）tＹ
5、

　（ｂ）１つもしくは複数のシアノ、ハロ、－ＯＨ、－ＯＹ5、－Ｕ1－ＮＹ2Ｙ3、－Ｃ（
Ｏ）tＨ、－Ｃ（Ｏ）tＹ

1、－Ｕ1－Ｃ（Ｏ）－ＮＹ2Ｙ3、－ＯＣ（Ｏ）－ＮＹ2Ｙ3、ＯＣ
（Ｏ）－ＯＹ5、－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｏ）－Ｙ1、－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｏ）－ＮＹ
2Ｙ3、－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｙ5、－Ｎ（Ｙ4）－Ｓ（Ｏ）2－Ｙ1、－Ｎ（Ｙ4

）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｏ）－ＮＹ2Ｙ3、－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｏ）－ＯＹ5、－Ｕ1

－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（＝ＮＶ1a）－ＮＹ2Ｙ3、－Ｕ1－Ｎ（Ｙ4）－Ｃ（＝ＮＶ1a）－Ｙ1、－
Ｓ（Ｏ）tＹ、－Ｕ1－ヘテロアリール、またはＵ1－ヘテロシクロによって適宜置換され
ていてもよいアルキルまたはアルコキシ（式中、ヘテロアリールおよびヘテロシクロは、
原子価が許す場合には、１つもしくは複数のＶ1～5の（３）～（２８）の基によって置換
されている）
から独立して選択される任意の置換基である、請求項１０に記載の化合物。
【請求項１２】
　Ｒ3が水素であり、
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　Ｒ4が、アルキル、ハロアルキル、（ヒドロキシ）アルキル、シクロアルキル、（シク
ロアルキル）アルキル、（ヘテロシクロ）アルキル、（アリール）アルキルまたは（ヘテ
ロアリール）アルキル（これらは原子価が許す場合には、１つもしくは複数のＺ1b、Ｚ2b

およびＺ3bによって独立して適宜置換されていてもよい）であり、
　あるいはＲ3およびＲ4が、それらが結合している窒素原子と一緒になって、ピペリジニ
ル、モルホリニル、ピロリジニル、およびアゼチジニル（原子価が許す場合には、１つも
しくは複数のＺ1b、Ｚ2bおよびＺ3bによって独立して適宜置換されていてもよい）から選
択される３～６員の複素環を形成し、
　Ｒ6が、
　（ａ）Ｚ1d（式中、Ｚ1dは、１つもしくは複数のシアノ、ハロ、－ＯＨ、－ＯＹ、－Ｕ
1－ＮＹ2Ｙ3、－Ｃ（Ｏ）tＨ、－Ｃ（Ｏ）tＹ、または－Ｓ（Ｏ）tＹによってさらに独立
して適宜置換されていてもよいアリールである）によって置換されていてもよいアルキニ
ル、あるいは
　（ｂ）原子価が許す場合には、１つもしくは複数のＺ1d、Ｚ2dおよびＺ3dによって独立
して適宜置換されていてもよいアリール、
　（ｃ）原子価が許す場合には、１つもしくは複数のＺ1d、Ｚ2dおよびＺ3dによって独立
して適宜置換されていてもよいヘテロアリール、あるいは
　（ｄ）－Ｃ（Ｏ）ＯＲ7a、または－Ｃ（Ｏ）ＮＲ8aＲ9aであり、
　上式で、Ｕ1が、結合またはアルキレンである、
請求項１１に記載の化合物。
【請求項１３】
　Ｒ1がアルキルであり、
　Ｒ2が水素である、
請求項１２に記載の化合物。
【請求項１４】
　Ｒ5が、
　（ａ）水素、あるいは
　（ｂ）アルキル、アルケニル、アルキニル、およびハロアルキル（これらはいずれも原
子価が許す場合には、１つもしくは複数のＺ1b、Ｚ2bおよびＺ3bによって独立して適宜置
換されていてもよい）
から選択され、
　Ｒ6が、１つもしくは複数のＺ1d、Ｚ2dおよびＺ3dによってさらに置換されていてもよ
い
【化２】

である、請求項１または２に記載の化合物。
【請求項１５】
　Ｒ5が－ＮＲ3Ｒ4である、請求項１から１４のいずれかに記載の化合物。
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